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問１ 以下の文章は演算増幅器に関する記述である。空白に入る適当な語句を選べ。

なお、解答群中の同じ語句は 1回以上使用してよい。 

（小問各５点×８問＝４０点） 

 

演算増幅器は、＋と－の２つの入力端子と 1つの出力端子を有する。＋の入力端

子は非反転入力端子、－の入力端子は反転入力端子という。 

演算増幅器の主な特長は以下の 3つである。 

特長１．非常に高い（ ① ）を有する 

特長２．（ ② ）インピーダンスが非常に高い 

特長３．（ ③ ）インピーダンスが非常に小さい 

 

特長１を利用し、入力端子の片側を基準電圧とした（ ④ ）として演算増幅器

を利用することができる。 

 

 また、特長１により非常に安定性が高いフィードバック制御を実現することがで

き、出力端子と（ ⑤ ）入力端子を接続した演算回路を作ることができる。この

接続により、（ ⑥ ）が形成され、非反転入力端子の電圧𝑣+と反転入力端子の電圧

𝑣−は以下の関係を満たす。 

𝑣+ = 𝑣− 

 

 特長１と特長２を活かして、非反転入力端子を入力信号とした正相増幅回路は、

（ ⑦ ）利得を１とした（ ⑧ ）フォロワとして利用することができる。この

回路はバッファアンプとして働くことから、複数の電子回路の連結部に取りつけら

れる。 

 

＜解答群＞ 

増幅率、減衰率、応答性、安定性、入力、出力、内部、巻線、漏れ、パーセント、

比較器、発振器、減衰器、反転、非反転、仮想開放、仮想短絡、仮想給電、仮想反

転、電圧、電流、電力、カレント、ボルテージ、パワー、エナジー 

問２ （1）～(4)に示す演算増幅器を利用した回路について、説明群 A～F として
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適切なものをそれぞれ選べ。（小問各５点×４問＝２０点） 

 

(1)     (2) 

  

 

(3)     (4) 

   

 

＜説明群＞ 

A：回路定数で決まる特定の周波数の電圧信号を出力する 

B：回路定数で決まる特定の周波数より高い帯域の電圧信号を出力する 

C：入力電圧の積分した電圧信号を出力する 

D：入力電圧波形を時定数 CRで減衰した電圧信号を出力する 

E：チャタリングに強い比較器 

F：閾値が切り替えられる比較器 
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問３ 図１と図２に示す増幅回路において、それぞれの出力電圧𝑣𝑜𝑢𝑡と𝑣𝑜𝑢𝑡
′ の値が

一致した。このとき、抵抗𝑅[kΩ]の値を求めよ。（１０点） 

 

 

図１ 

 

図２ 
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問 4 図に示す増幅回路の出力電圧𝑣𝑜𝑢𝑡の値を求めよ。（１０点） 

 

 

 


